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TOSOH CORPORATION Bioscience division 

内容 

■ はじめに 

■ HPLCのノウハウ 
 逆相クロマトグラフィー 

 イオンクロマトグラフィー 

 サイズ排除クロマトグラフィー 

 バイオセパレーション 

■ まとめ 
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TOSOH CORPORATION Bioscience division 

はじめに 

■ 以下の読本類を発行 
 逆相クロマトグラフィー読本 

 イオンクロマトグラフィー読本 

 サイズ排除クロマトグラフィー読本 

 バイオセパレーション読本 

 

■ 対象分野ごとにクロマトグラフィーの基本原理、特性、
応用例などをまとめました。 
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逆相クロマトグラフィー読本 

■原理と特徴 

■カラムの種類と選択 

ODSカラム 

HILIC 

■溶離液の調製 

■分析条件の設定 

■試料の前処理 

■定量法 

4 



TOSOH CORPORATION Bioscience division 

ODSカラムの特性比較（SRM870） 

■ SRM870：ODSカラムの特性を把握する方法。 

■ 5種類の化合物を測定し、保持、ピーク形状より
カラムの特性を比較可能。 
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分析条件の最適化 

■同一カラムで分析条件（流速、グラジエント時
間）を変更することにより、分離を向上するこ
とが可能です。 
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メソッドの移行 

■粒子径の異なるカラ
ム間でのメソッドの移
行 

■ L/dp（粒子径当たりの

カラム長さ）を同等に
することにより同様の
分離が可能。 
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イオンクロマトグラフフィー読本 

■分離の原理 

■測定の原理 

サプレッサー法 

検出器 

■測定方法 

カラムの選択 

溶離液の選択 

前処理 

定量方法 

■応用例 

■ トラブルシューティング 
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サプレッサー法とノンサプレッサー法 
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前処理（希釈、ろ過、固相抽出） 
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トラブルシューティング 
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サイズ排除クロマトグラフィー読本 

■分離の原理 

■測定の手順 

■カラムの選択 
• 充填剤の種類と選択 

• グレード（細孔径） 

■溶離液の選択 

溶離液の種類 

二次的相互作用 

■試料濃度 

■応用例 
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カラムの選択 

■正確な分子量測定には適切なカラムグレード
（細孔径）の選択が重要です。 
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溶離液の選択 
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試料濃度 

■高分子は溶液中の濃
度により見かけ上の
分子サイズが変わり
ます。 

■出来るだけ低濃度で
の測定が重要です。 
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バイオセパレーション読本 

■高分子（たんぱく質、
ペプチド、核酸など）
を対象とした読本 

■各分離モードの特徴 

■カラムの種類と選択
方法 

■溶離条件の設定方法 

■応用例 
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PEG化たんぱく質のSECによる分離 

■ PEG化FabのSEC分
離 

■ Fab1分子当たりに結
合したPEGの数によ
り分離が可能 
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溶離液のｐHが分離に与える影響（IEC） 

■抗体の荷電異性体を
弱陽イオン交換クロ
マトグラフィーで分離 

■溶離液のpHにより、

保持、分離選択性が
変化する。 
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Met酸化異性体の分離（HIC） 

■抗体Fc領域のメチオ

ニン残基酸化異性体
の分離 

■疎水クロマトグラフィ
ーで、酸化メチオニン
残基の数により分離
が可能 
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まとめ 

■ 測定対象の性質、分離モードの特徴を理解する。 

■ カラム、LCシステム（検出器）の特性を把握する。 

■ 溶離条件を選択・最適化する。 
 溶離液の種類、pH、グラジエント条件、注入量 

 

 

 

 

■ 東ソーブース（6A-602）に各読本をご用意してお待ち
しております。 

■ 是非実際にご覧になって下さい。 
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